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務
内
容
は
、
海
水
浴
場
の
施
設
管
理
、

ゴ
ミ
拾
い
、
シ
ャ
ワ
ー
料
金
と
利
用
者

の
管
理
で
す
。

③
設
備
紹
介

・
シ
ャ
ワ
ー
の
使
用
料
は
、
高
校
生
以

上
１
０
０
円
、
以
下
は
80
円
で
温
水

は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
ト
イ
レ
は
、
管
理
棟
の
東
側
で
少
し

離
れ
た
場
所
に
、
水
洗
ト
イ
レ
が

男
女
共
あ
り
ま
す
。
ト
イ
レ
の
清
掃

も
、
女
性
会
員
が
定
期
的
に
行
い
、

と
て
も
清
潔
で
す
。

・
駐
車
場
は
、
海
水
浴
場
前
の
道
路
幅

が
広
く
な
っ
て
い
て
、
10
台
程
度
は

駐
車
が
で
き
ま
す
。

・
管
理
棟
壁
画
は
、
宇
部
市
制
１
０
０

周
年
記
念
に
お
い
て
、
西
岐
波
中
学

校
生
徒
会
が
企
画
を
行
い
、
同
校
美

術
部
が
描
い
た
も
の
で
す
。

④
利
用
者
状
況

　

海
水
浴
場
は
、
遠
浅
で
、
小
さ
い
子

供
さ
ん
連
れ
の
家
族
も
多
く
、
干
潮
時

に
は
カ
ニ
や
小
魚
が
見
ら
れ
磯
遊
び
に

は
最
高
で
す
。
昔
は
ア
サ
リ
も
い
ま
し

た
が
、
近
年
は
、

殆
ど
採
れ
ま
せ

ん
。
稚
貝
の
放
流

を
し
て
貝
掘
り
を

楽
し
め
た
ら
、
市

民
の
利
用
率
も
ア

ッ
プ
す
る
の
で
は

と
思
い
ま
す
。

　

週
末
は
、
場
内

で
キ
ャ
ン
プ
、
宿
泊
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

等
で
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。（
火
気
使

用
等
は
マ
ナ
ー
と
安
全
を
守
っ
て
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。）

⑤
会
員
に
な
っ
て
良
か
っ
た
こ
と

　

多
く
の
方
と
出
会
え
、
仲
間
も
で
き

楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
又
、
地

域
に
貢
献
で
き
る
と
思
う
と
、
生
き
が

い
を
感
じ
ま
す
。

⑥
健
康
の
秘
訣

　

日
々
規
則
正
し
く
、
暴
飲
暴
食
を
控

え
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

⑦
関
係
部
署
へ
の
要
望

・
シ
ャ
ワ
ー
の
温
水
化

・
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
等
イ
ベ
ン
ト
実
施

・
駐
車
場
の
確
保
（
現
在
は
路
上
駐
車

を
し
て
い
る
。）

（
取
材
ま
と
め　

櫻
木
一
憲
）

私
た
ち
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
！

①
会
員
紹
介

　

西
岐
波
地
区　

山
田
幸
治

　

西
岐
波
地
区　

池
田
健
治

　

常
盤
地
区　
　

石
川
満
彦

②
就
業
体
制

　

就
業
期
間
は
、
７
月
９
日
～
８
月

31
日
で
、
会
員
３
人
が
シ
フ
ト
を
組

み
、
就
業
は
、
２
人
態
勢
の
朝
９
時
～

夕
方
６
時
で
す
。
交
代
要
員
が
い
な
い

の
で
、
期
間
中
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

は
、
各
人
が
気
を
付
け
て
い
ま
す
。
業

vol.24

白
土
海
水
浴
場

施
設
管
理
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　センターでは、会員にふさわしい臨時的かつ短期的又はその他の軽易な仕
事を、企業、家庭、公共団体から引き受け、これを会員の皆様に請負、委託
により提供します。高齢者が働くことを通じて生きがいを得ると共に、地域
社会の活性化に貢献する組織です。仕事の種類としては多岐にわたりますが、
今回は写真で紹介しましょう。� （井上記）

会員の仕事を写真で紹介
　センターでは、会員にふさわしい臨時的かつ短期的又はその他の軽易な仕

除草作業(東部浄化センター)

草刈作業(あすとぴあ)

搬出作業(片倉公園)

駐車場管理
洗車業務

庭木剪定

学校給食配膳

高齢者福祉サービス（食事作り）

講師（園児書き方教室）

託児
家事援助（清掃）

マンション清掃

事を、企業、家庭、公共団体から引き受け、これを会員の皆様に請負、委託事を、企業、家庭、公共団体から引き受け、これを会員の皆様に請負、委託
により提供します。高齢者が働くことを通じて生きがいを得ると共に、地域により提供します。高齢者が働くことを通じて生きがいを得ると共に、地域
社会の活性化に貢献する組織です。仕事の種類としては多岐にわたりますが、
今回は写真で紹介しましょう。� （井上記）今回は写真で紹介しましょう。� （井上記）
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宇部市内宇部市内
地区の名所・　地区の名所・　
　旧跡を訪ねて　旧跡を訪ねて

〈川上地区編〉

　

川
上
地
区
は
宇
部
市
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
市
内
８
小
学
校
区
と
山
口

市
阿
知
須
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。
上
宇

部
、
西
岐
波
の
一
部
が
分
離
合
併
し
て
、

１
９
８
９
年
に
誕
生
。
江
戸
時
代
、
山

口
県
が
周
防
、
長
門
の
二
国
に
別
れ
て

い
た
時
に
は
、
南
側
・
北
迫
（
川
上
村
）

や
、
ひ
ら
き
台
（
宇
部
村
）
は
長
門
国
、

請
川
・
片
倉
な
ど
（
岐
波
村
）
は
周
防

国
に
属
し
て
い
た
の
で
、
当
時
の
国
境

が
地
区
内
を
通
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も

古
代
の
遺
跡
や
寺
社
な
ど
、
古
い
歴
史

を
物
語
る
多
く
の
史
跡
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
豊
か
な
自
然
に
も
恵
ま
れ
て
い

ま
す
。

日
吉
神
社

　

国
道
４
９

０
号
線
北
迫

バ
ス
停
に
看

板
が
あ
り
、

杜
の
奥
ま
っ

た
と
こ
ろ
に

鎮
座
す
る
。

弘
仁
２
年

（
８
１
１
）

に
近
江
の
国

坂
本
か
ら
勧

請
さ
れ
、
川
上
地
区
の
産
土
神
様
と
し

て
祀
ら
れ
た
と
い
う
。
は
じ
め
は
山
王

権
現
と
号
し
て
い
た
が
明
治
７
年
（
１

８
７
４
）日
吉
神
社
に
改
め
た
と
あ
る
。

三
つ
の
鳥
居
に
は
各
年
代
と
呼
び
方
が

印
さ
れ
て
い
る
。
社
殿
近
く
に
文
化
10

年
（
１
８
１
３
）
の
銘
が
あ
る
猿
の
石

像
（
言
わ
ざ
る
、
聞
か
ざ
る
）
２
基
が

あ
る
。
一
般
的
に
は
狛
犬
が
多
く
、
猿

は
珍
し
い
。

　

そ
れ
に
し
て
「
見
ざ
る
」
は
ど
こ
に

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
境
内
に
は
「
競

馬
場
落
成
」
の
記
念
碑
が
あ
り
、
明
治

27
年
（
１
８
９
４
）
と
あ
る
。
農
耕
馬

で
競
い
合
い
、
自
慢
し
あ
っ
て
い
た
が

昭
和
10
年
こ
ろ
に
廃
止
さ
れ
た
よ
う
で

す
。

長
福
寺
（
地
蔵
）

　

国
道
４
９
０
号
線
か
ら
川
上
団
地
へ

上
が
る
途
中
に
地
蔵
様
を
祀
る
お
堂
が

見
え
る
。
聖
武
天
皇
（
７
２
４
～
７
４

９
在
位
）
の
時
、
奈
良
の
都
に
お
い
て

行
基
が
仏
像
を
作
り
、
無
仏
貧
窮
の
国

を
救
お
う
と
し
て
空
中
に
投
げ
た
と
こ

ろ
、
川
上
の
山
中
に
飛
来
し
た
の
で
、

虚
空
蔵
菩
薩
は
、
こ
こ
清
光
山
長
福
寺

に
祀
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
創
建
の
時

期
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
嘉
慶
２
年

（
１
３
８
８
）
頃
ま
で
に
は
建
て
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
。
明
治
３
年
（
１
８

７
０
）
長
福
寺
は
宗
隣
寺
に
合
併
さ
れ

虚
空
蔵
菩
薩
像
も
同
寺
観
音
堂
に
移
さ

れ
た
。
南
側
の
北
向
地
蔵
と
呼
ば
れ
、

往
時
の
住
職
の
墓
な
ど
も
残
さ
れ
て
い

る
。

北
向
地
蔵

　

上
片
倉
公
会
堂
前
の
道
を
隔
て
た
高

台
に
あ
る
。
新
し
い
参
道
や
駐
車
場
が

整
備
さ
れ
、
ご
利
益
に
あ
や
か
ろ
う
と

全
国
か
ら
多
く
の
参
詣
者
が
絶
え
な
い
。

　

北
向
地
蔵
尊
の
由
来
に
よ
る
と
、
室

町
時
代
応
永
年
間
（
１
３
９
４
～
１
４

２
７
）
片
倉
の
御
土
居
様
と
言
わ
れ
て

い
た
白
松
庄
地
頭
の
娘
の
死
後
の
菩
薩

を
弔
う
た
め
に
建
て
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。
日
露
戦
争
（
１
９
０
４
～
１
９
０

５
）
の
こ
ろ
、
医
者
に
見
放
さ
れ
困
っ

て
い
た
人
が
、
片
倉
の
高
台
に
あ
る
北

向
き
の
地
蔵
様
に
祈
願
す
る
こ
と
を
勧

め
ら
れ
、
地
元
の
人
が
代
参
し
た
と
こ

ろ
満
願
の
日
全
快
し
た
と
い
い
、
以
来

霊
験
あ
ら
た
か
な
地
蔵
と
し
て
有
名
に

な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
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北
迫
遺
跡

　

日
吉
神
社
の
深
い
浴
を
挟
む
小
高
い

丘
に
あ
る
。
昔
か
ら
貝
殻
の
堆
積
し
て

い
る
と
こ
ろ
と
し
て
北
迫
貝
塚
の
名
称

で
そ
の
存
在
は
広
く
知
ら
れ
て
い
た
。

昭
和
34
年
（
１
９
６
２
）
本
格
的
な
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
、
弥
生
時
代
の
貝
塚

を
伴
っ
た
集
落
跡
で
あ
る
こ
と
が
証
明

さ
れ
た
。
昭
和
56
年
の
調
査
で
は
竪
穴

式
住
居
跡
が
四
棟
み
つ
か
っ
た
。
弥
生

貝
塚
と
し
て
は
県
内
最
大
規
模
と
わ
か

り
、
原
形
を
よ
く
と
ど
め
て
い
る
こ
と

で
も
大
変
貴
重
で
あ
る
。
巻
貝
、
ハ
マ

グ
リ
、
サ
ザ
エ
な
ど
種
類
は
豊
富
。
当

時
の
海
岸
線
は
、
琴
崎
八
幡
宮
付
近
で

あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
北
迫
遺
跡
下
方
に

も
潮
が
き
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

片
倉
温
泉

　

温
泉
入
り
口
バ
ス
停
、
沢
波
川
の
側

に
あ
る
。
か
つ
て
は
静
か
な
山
あ
い
、

田
ん
ぼ
に
囲
ま
れ
た
温
泉
の
趣
が
あ
っ

た
。
由
来
は
文
化
14
年
（
１
８
１
７
）

つ
ぼ
屋
の
庄
吉
が
湧
き
出
る
水
を
持
ち

帰
り
、
沸
か
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
地

下
岩
盤
の
割
れ
目
か
ら
伝
わ
っ
て
出
る

湧
き
水
は

良
質
。
汲

川
と
呼
ば

れ
る
湧
き

水
の
出
る

と
こ
ろ
が

数
カ
所
も

あ
る
。
こ

の
温
泉
は

端
の
湯
と

呼
ば
れ
、
近
隣
の
農
家
の
人
た
ち
に
親

し
ま
れ
て
い
た
。
本
格
的
な
利
用
は
明

治
41
年
（
１
９
０
８
）
古
谷
花
一
氏
が

風
呂
屋
を
営
業
し
て
か
ら
で
あ
る
。
最

盛
期
に
は
３
軒
あ
っ
た
。
片
倉
温
泉
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
戦
後
で

あ
る
。
単
純
弱
放
射
能
冷
鉱
泉
で
温
度

19
度
、
リ
ュ
ウ
マ
チ
、
高
血
圧
症
、
消

化
器
疾
患
等
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ

る
。

本
覚
寺

　

北
向
き
地
蔵
近
く
に
あ
る
浄
土
真
宗

の
寺
。
古
く
は
東
岐
波
の
王
子
に
あ
っ

た
と
い
わ
れ
、
今
で
も
檀
家
の
方
々
の

中
に
は
王
子
の
方
が
多
い
。
寛
永
３
年

（
１
６
２
６
）
に
火
災
に
遭
っ
て
今
の

地
に
移
さ
れ
た
。
３
０
０
年
以
上
、
地

域
に
根
付
き
、
地
域
と
と
も
に
歳
月
が

流
れ
て
い
る
由
緒
あ
る
銘
寺
で
す
。
こ

の
寺
を
代
表
す
る
も
の
は
「
モ
ッ
コ
ク

の
木
」。
樹
齢
５
０
０
年
と
い
わ
れ
る

モ
ッ
コ
ク
は
高
さ
11
メ
ー
ト
ル
、
幹
の

周
囲
２
・
７
メ
ー
ト
ル
、
途
中
で
三
股

に
別
れ
四
方
に
の
び
た
枝
張
り
は
13
メ

ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
、
市
内
最
大
級
の
大

木
で
す
。
宇
部
市
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
室
町
時
代
の

画
僧
で
日
本
水
墨
画
の
完
成
者
と
い
わ

れ
る
雪
舟
が
つ
く
っ
た
立
派
な
石
組
み

の
「
雪
舟
の
庭
」
も
あ
り
ま
す
。

防
長
国
境
が
あ
る
川
上
小
中
学
校

　

防
長
国
境
が
鍋
島
（
今
は
山
口
宇
部

空
港
敷
地
内
）
か
ら
川
上
小
中
学
校
、

二
俣
瀬
の
ラ
イ
ン
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
平
成
元
年
開
校
前
は
山
で
あ
り
、

小
学
校
は
「
川
上
字
上
荒
野
」、
中
学

校
は
「
西
岐
波
字
萩
原
」
の
地
名
で
す
。

お
そ
ら
く
新
旧
の
地
形
図
を
照
合
す
る

と
国
境
は
川
上
中
学
校
校
舎
と
運
動
場

の
近
辺
に
あ
た
る
。
古
老
の
話
で
は
国

境
に
は
そ
れ
を
示
す
石
が
あ
っ
た
と
云

う
が
行
方
が
わ
か
ら
な
い
。
校
地
造
成

の
際
、
ど
こ
か
に
埋
ま
っ
た
の
か
も
知

れ
な
い
。

（
井
上
記
）
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す
る
と
、
机
の
レ
イ
ア
ウ
ト
か
ら
ご
み

処
理
の
準
備
ま
で
、
行
き
届
い
た
お
迎

え
に
驚
き
ま
し
た
。
講
師
の
井
上
玲
子

委
員
が
参
加
者
分
の
材
料
を
準
備
し
、

藁
が
編
み
や
す
い
よ
う
に
下
処
理
を
す

る
な
ど
、
細
や
か
な
心
配
り
で
臨
み
ま

し
た
。

　

13
人
の
参
加
者
は
講
師
の
説
明
を
聞

き
な
が
ら
、
真
剣
な
眼
差
し
で
、
手
を

器
用
に
動
か
し
鶴
の
形
が
出
来
て
く
る

と
嬉
し
そ
う
に
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
な
が

ら
一
生
懸
命
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

　

作
っ
て
み
る
と
案
外
難
し
く
、「
先

生
上
手
く
い
か
な
い
」「
こ
れ
か
ら
ど

う
し
た
ら
い
い
の
」
と
声
が
か
か
る

中
、
完
成
し
た
の
を
見
て
み
る
と
そ
れ

女性委員会女性委員会【遊楽里】【遊楽里】 出張講習会出張講習会

ぞ
れ
個
性
が
あ
り
、
ど
の
鶴
も
生
き
生

き
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

帰
り
際
「
亀
と
一
緒
に
飾
り
ま
す

ね
」
と
声
を
か
け
て
下
さ
り
嬉
し
い
思

い
が
し
ま
し
た
。

　

昔
か
ら
縁
起

の
良
い
生
き
物

と
さ
れ
て
い
た

鶴
は
、
寿
命
が

長
く
、
白
く
長

い
首
、
羽
ば
た

く
美
し
い
姿
を

藁
細
工
で
表
現

し
、
お
正
月
に

限
ら
ず
年
中
飾

る
こ
と
で
家
に
御
利
益
を
も
た
ら
す
そ

う
で
す
。

　

講
習
に
あ
た
っ
て
は
鶴
を
作
る
お
手

伝
い
を
す
る
だ
け
で
心
に
ゆ
と
り
も
な

く
、
参
加
者
の
方
に
目
配
り
も
ま
ま
な

ら
ず
反
省
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
ば
か
り
で

し
た
が
、
女
性
委
員
会
の
一
員
と
し
て

外
で
の
活
動
に
繋
が
り
を
持
つ
必
要
性

を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
気
が
し
ま
し

た
。

　

今
後
も
要
望
が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
知
っ

て
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。�
（
山
下
は
な
記
）

　

令
和
４
年
６
月
21
日
（
火
）
に
山
口

市
の
県
土
連
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
た
山

口
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

定
時
総
会
に
お
い
て
、
セ
ン
タ
ー
事
業

に
貢
献
さ
れ
た
役
員
の
表
彰
が
行
わ
れ

た
。
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
宇
野
典
彦
理

事
（
東
部
地
区
）
が
事
業
貢
献
役
員
表

彰
を
受
賞
し
た
。

山
口
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

事
業
貢
献
役
員
表
彰

　

梅
雨
に
入
り
紫
陽
花
の

花
が
あ
ち
こ
ち
で
咲
き

乱
れ
、
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
て
い
る
季
節
の
６
月

14
日
（
火
）、
北
小
羽
山

県
営
住
宅
集
会
所
に
お
い

て
、「
藁
で
作
る
鶴
の
お

正
月
飾
り
」
の
出
張
講
習

会
を
行
い
ま
し
た
。
前
回

開
催
し
た
亀
作
り
が
大
変

好
評
だ
っ
た
よ
う
で
、
同

じ
グ
ル
ー
プ
の
代
表
か
ら

２
回
目
の
開
催
の
要
望
が

あ
り
、
女
性
委
員
会
『
遊

楽
里
』
か
ら
２
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
会
場
に
到
着

令和4・10・1

（6）



会員情報交流のひ
ろば

作品発表･交歓の頁
－お気軽に投稿下さい－

琴
芝
地
区
　
井
上
ヒ
ロ
ミ

夕
食
は
値
上
が
り
分
だ
け
減
ら
さ
れ
る

夏
休
み
孫
よ
コ
イ
コ
イ
早
よ
帰
れ

わ
ず
か
で
も
遺
言
書
く
か
考
え
る

は
ず
せ
な
い
マ
ス
ク
の
下
は
ノ
ー
メ
イ
ク

我
が
家
で
は
濃
厚
接
触
ま
る
で
な
し

東
岐
波
地
区
　
小
栗
　
敬
一

父
の
日
に
娘
か
ら
酒
い
と
嬉
し

補
聴
器
は
悪
口
だ
け
が
よ
く
聞
こ
え

わ
が
家
に
は
オ
ム
ツ
の
他
に
備
え
な
し

愛
妻
家
妻
に
寄
り
添
い
いつ
ま
で
も

恐
妻
家
老
い
て
も
妻
に
従
う
と

「角島灯台」
神原地区　江　嶋　亜企雄

「本山くぐり岩」
琴芝地区　井　上　ヒロミ

「まんまる月」
琴芝地区　井　上　ヒロミ

「大文字」
常盤地区　桶　田　敏　治

川
　
柳

色
　
紙

岬
地
区
　
宇
　
野
　
典
　
彦

Ｑ１．霧　　Ｑ２．霰　　Ｑ３．霞　　Ｑ４．雹
Ｑ５．霙　　Ｑ６．靄　　Ｑ７．旋風　Ｑ８．俄雨
Ｑ９．凩　　Ｑ10．東風　Ｑ11．薫風　Ｑ12．陽炎
Ｑ13．霹靂　Ｑ14．極光　Ｑ15．凪　　Ｑ16．時化

難 読 漢 字
気象編

百
人
一
首藤ふ

じ
わ
ら
の
も
と
と
し

原
基
俊

契ち
ぎ

り
お（

於
）
き
し
さ
せ
も（

毛
）
が（

可
）

露
を
命
に
て（

天
）

あ
は
れ
こ
と（

登
）
し
の（

能
）

秋
も
い
ぬ
め
り

令和4・10・1

（7）



編
　
集
　
後
　
記

　

人
の
気
持
ち
と
言
う
の
は
、
体
力
程

衰
え
な
い
も
の
な
の
で
、
つ
い
自
分
の

年
齢
を
忘
れ
て
し
ま
う
。
喜
寿
の
声
を

聞
く
ま
で
は
、「
老
い
に
負
け
て
た
ま

る
か
」「
私
は
ま
だ
若
い
」
と
そ
れ
な

り
に
頑
張
っ
て
い
よ
う
と
思
う
。

　

し
か
し
最
近
、
受
診
す
る
機
会
が
増

え
、
医
師
か
ら
「
加
齢
に
よ
る
も
の

で
す
」「
歳
相
応
の
症
状
で
す
」
等
々
。

は
て
？
喜
ぶ
べ
き
か
、
悲
し
む
べ
き

か
・
・
・

　

そ
こ
で
、
考
え
を
変
え
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
（
老

後
）、
も
っ
と
楽
し
く
愉
快
に
過
ご
そ

う
。
そ
の
為
に
は
「
こ
う
あ
る
べ
き

だ
」「
～
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を

や
め
て
「
そ
れ
も
あ
り
か
」「
～
し
た

い
と
き
に
す
る
」
と
。

　

そ
ん
な
折
、『
ち
ょ
こ
っ
と
ず
ぼ
ら

老
後
の
す
す
め
』
保
坂
隆
著
を
興
味

津
々
で
手
に
し
た
。
ず
ぼ
ら
で
は
抵
抗

感
が
あ
る
が
、
ち
ょ
こ
っ
と
の
ニ
ュ
ア

ン
ス
が
可
愛
い
。
そ
う
、
ち
ょ
こ
っ
と

は
許
容
範
囲
だ
。
で
、
こ
の
著
書
に
書

か
れ
て
い
る
内
容
を
実
践
し
て
み
る
こ

と
に
し
た
。

　

老
後
を
楽
し
む
た
め
に
、
ほ
ど
ほ
ど

で
頑
張
ら
な
い
。
物
事
も
６
～
７
割

の
ち
ょ
こ
っ
と
ず
ぼ
ら
で
。
親
切
に
は

遠
慮
な
く
甘
え
て
、
楽
ち
ん
生
活
を
。

少
々
の
物
忘
れ
も
ク
ヨ
ク
ヨ
せ
ず
に
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
。
そ
う
、
ケ
セ
ラ
セ
ラ
と

心
の
中
で
呟
き
な
が
ら
。

�

（
杉
山
裕
子
記
）

■
事
務
局
だ
よ
り�

事
務
局
だ
よ
り
は
、大
事
な
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。必
ず
読
み
ま
し
ょ
う
。

　

購
入
希
望
者
は
10
月
30
日
ま
で
に
事

務
局
へ
電
話
で
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ

い
。

　

11
月
20
日
以
降
に
引
き
渡
し
ま
す
の

で
、
代
金
（
３
３
０
円
）
を
ご
持
参

の
上
、
事
務
局
へ
取
り
に
来
て
く
だ
さ

い
。 会

員
手
帳
販
売
の
お
知
ら
せ

　

就
業
に
関
す
る
発
注
者
さ
ん

へ
の
請
求
は
内
税
方
式
で
行

っ
て
い
ま
す
。
請
求
の
内
訳
は

「
配
分
金
」「
材
料
費
」「
事
務

費
」「
交
通
費
」
と
な
っ
て
お

り
、
す
べ
て
内
税
と
し
て
消
費

税
を
含
ん
だ
金
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
納
税
事

業
者
と
し
て
こ
れ
ら
の
収
入
に

対
し
て
税
務
署
に
消
費
税
を
納

付
し
て
お
り
ま
す
。
就
業
さ
れ

た
会
員
も
同
様
に
消
費
税
法
上

で
は
、「
事
業
者
」
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
納
税
の
義
務
が

生
じ
ま
す
が
、
基
準
期
間
内
の

課
税
売
上
高
（
配
分
金
）
が
１

０
０
０
万
円
以
下
の
場
合
は
、

免
税
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
５
年
10
月
１
日

か
ら
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
と

い
う
制
度
が
導
入
さ
れ
る
予
定

で
す
。
こ
の
制
度
に
つ
い
て
は

施
行
さ
れ
た
時
点
で
、
詳
し
く

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ご存じですか？　配分金のこと　ご存じですか？　配分金のこと　配分金には消費税が含まれています!!

日
時　
11
月
10
日
（
木
）～
11
日
（
金
）

　
　
　

10
日
：
13
時
～
17
時

　
　
　

11
日
：
10
時
～
16
時

会
場　
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
「
ね
ん
り
ん
」

服
装　

��

作
業
の
し
や
す
い
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い

締
切　

�

11
月
２
日
（
水
）

申
込　

�

事
務
局
へ
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い

※�

昼
食
・
お
茶
等
は
各
自
で
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

襖
張
替
講
習
会

Ａ１．きり
Ａ２．あられ
Ａ３．かすみ
Ａ４．ひょう
Ａ５．みぞれ
Ａ６．もや
Ａ７．つむじかぜ
Ａ８．にわかあめ
Ａ９．こがらし
Ａ10．こち
Ａ11．くんぷう
Ａ12．かげろう
Ａ13．へきれき
Ａ14．オーロラ
Ａ15．なぎ
Ａ16．しけ

7ページ
難読漢字解答

　

事
務
局
か
ら
就
業
が
あ
っ
た
会
員
に

は
、
配
分
金
明
細
書
を
振
込
日
よ
り

前
に
届
く
よ
う
に
郵
送
し
て
お
り
ま
す

が
、
最
近
、
届
く
の
が
遅
く
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
振
込
に
つ
い
て

も
金
融
機
関
の
シ
ス
テ
ム
変
更
に
よ

り
、
昼
ご
ろ
の
振
込
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
も
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
中
止
に
な
り

ま
し
た
。

　

開
催
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
方
に

は
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

配
分
金
明
細
書･

振
込
に
つ
い
て

研
修
旅
行
に
つ
い
て

令和4・10・1

（8）


